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山
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ま
た
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
と

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
、
広
域
関
係
の
市
選

出
議
員
な
ど
、
新
市
の
議
会
構
成

を
別
表
の
通
り
決
定
し
、
中
央
市

議
会
の
新
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
提
出
議
案
は
、
議
員
提
案
に
よ

る
市
議
会
の
委
員
会
条
例
、
会
議

規
則
な
ど
五
件
、
お
よ
び
市
農
業

委
員
の
推
薦
を
、
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
第
二
日
の
二
十
八
日
は
、
市
長

職
務
執
行
者
（
河
西
敏
郎
氏
）
の

提
案
に
よ
る
中
央
市
役
所
の
位
置

を
定
め
る
条
例
、
ほ
か
一
六
七
件

の
条
例
、
専
決
処
分
三
〇
件
を
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通

り
可
決
、
承
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
二
月
二
十
日
の
中
央
市
発
足
に
伴
い
、
第
一
回
臨
時
市
議

会
が
二
月
二
十
七
日
（
月
）
午
前
十
時
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
日
の
二
十
七
日
に
は
、
四
十
三
人
の
議
員
が
出
席
し
、
年
長
議
員

の
一
瀬
満
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
っ
て
議
事
を
進
め
ま
し
た
。

　
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に
田
中
周
治
議
員
、

副
議
長
に
塚
田
徳
夫
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

議
長
に
　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

田
中
周
治
氏

副
議
長
に
　
　
　
　
　
　
　
を
選
出

塚
田
徳
夫
氏

布
施
二
二
二
五

河
西
　
健
二

委
員
長

副
委
員
長

若
宮
二
二
ー
一
三

宮
川
　
弘
也

大
鳥
居
三
五
九
三

石
原
　
正
人

木
原
一
〇
九
五
ー
二

大
村
　
俊
枝

井
之
口
六
〇
三

井
口
　
　
貢

極
楽
寺
一
三
二
五

河
住
　
一
男

大
鳥
居
三
〇
一
八

福
田
　
清
美

布
施
一
九
四
二

多
田
　
源
久

下
三
条
一
三
〇
七

塚
原
　
　
毅

布
施
一
六
一
四
ー
八

一
瀬
　
　
満

西
花
輪
二
六
二
八
ー
一

山
本
　
国
臣

布
施
二
〇
五
一

関
　
　
敦
隆

木
原
一
〇
九
三

山
土
井
輝
雄

東
花
輪
三
七
二

田
中
　
健
夫

高
部
一
六
五
五

塚
田
　
徳
夫

委
員
長

副
委
員
長

木
原
八
六
九

小
沢
　
　
治

布
施
一
九
八
八

小
池
　
満
男

乙
黒
五
七
三

石
原
　
芳
次

下
河
東
六
三
四

中
沢
　
勝
子

中
楯
一
五
四
〇
ー
二

野
中
つ
ね
子

一
町
畑
一
九
二

田
中
　
周
治

スタート
新しい議会構成決まる
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■
議
会
運
営
委
員
会

◎
一
瀬
　
　
満
　
○
五
味
　
淳
治

　
関
　
　
敦
隆
　
　
福
田
　
集
治

　
乙
黒
　
房
子
　
　
中
澤
　
俊
貞

　
河
西
　
健
二
　
　
村
上
　
　
仁

　
田
中
　
克
夫

■
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
野
中
つ
ね
子
 
○
山
土
井
輝
雄

 
中
澤
　
一
夫
 
　
石
原
　
芳
次

 
小
沢
　
　
治
　
　
一
瀬
　
　
明

　
小
池
　
満
男
　
　
石
川
　
　
直

　
河
西
　
定
男

■
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
小
池
　
満
男
　
　
河
西
　
定
男

　
河
住
　
一
男
　
　
村
上
　
　
仁

■
中
巨
摩
広
域
事
務
組
合

　
宮
川
　
弘
也
　
　
山
本
　
国
臣

　
設
楽
　
愛
子
　
　
田
中
　
克
夫
　

■
東
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合

　
石
川
　
　
直
　
　
塚
田
　
徳
夫

■
甲
府
市
・
中
央
市
中
学
校
組
合

　
大
村
　
俊
枝
　
　
小
沢
　
　
治

　
福
田
　
集
治
　
　
山
土
井
輝
雄

　
石
川
　
　
直
　
　
塚
田
　
徳
夫

　
植
村
　
貴
幸
　
　
五
味
　
淳
治

■
三
郡
衛
生
組
合

　
一
瀬
　
　
明
　
　
長
沼
　
辰
幸

　
井
口
　
　
貢
　
　
内
藤
　
　
進

浅
利
三
〇
三
四

石
川
　
　
直

委
員
長

副
委
員
長

成
島
一
八
一
九

乙
黒
　
房
子

上
三
条
五
五
二
ー
二

仙
澤
　
富
次

山
之
神
四
ー
八
七

一
瀬
　
　
明

大
鳥
居
三
六
二
七
ー
一

福
田
　
集
治

臼
井
阿
原
七
八
五
ー
二

長
沼
　
辰
幸

成
島
一
一
〇
四
ー
一

内
藤
　
　
進

東
花
輪
二
〇
五
四
ー
八

設
楽
　
愛
子

関
原
三
三
八

植
村
　
貴
幸

布
施
二
三
〇
四

河
西
　
俊
彦

井
之
口
五
九
七

村
上
　
　
仁

浅
利
二
九
八
九

五
味
　
淳
治

木
原
一
三
七
二

中
澤
　
俊
貞

西
花
輪
四
二
一

保
坂
　
　
武

藤
巻
一
五
五
三

橘
田
　
芳
雄

委
員
長

副
委
員
長

極
楽
寺
四
二
七

山
村
　
　
一

今
福
新
田
七
二
七
ー
二

河
西
　
定
男

下
河
東
五
九
八

中
澤
　
一
夫

上
三
条
五
二
二

田
中
　
一
臣

乙
黒
五
七
八

田
中
　
克
夫

浅
利
二
三
九
〇

大
沼
　
芳
樹

今
福
二
七
六

田
中
　
義
広

中央市議会が
2月27日 第1回臨時市議会で

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
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ペ
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に
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く
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■
大
畠
山
外
七
字
恩
賜
県
有
財
産
保

　
護
組
合

　
河
西
　
定
男
　
　
田
中
　
義
広

■
西
日
向
外
三
山
恩
賜
県
有
財
産
保

　
護
組
合

　
石
原
　
正
人
　
　
大
村
　
俊
枝

　
小
沢
　
　
治
　
　
福
田
　
集
治

　
山
土
井
輝
雄
　
　
福
田
　
清
美

　
植
村
　
貴
幸

■
青
木
ヶ
原
ご
み
処
理
組
合

　
塚
田
　
徳
夫

■
日
向
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

　
塚
田
　
徳
夫
　
　
中
澤
　
俊
貞

議
会
組
織
表
つ
づ
き
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中
央
市
長

田
中
久
雄

創
刊
に
寄
せ
て

副
議
長

塚
田
徳
夫

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
　
長

田
中
周
治

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

飛
躍
す
る
市
政
を
め
ざ
し
て

飛
躍
す
る
市
政
を
め
ざ
し
て

　
中
央
市
発
足
に
伴
い
、
二
月
二
十

日
に
行
わ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
中
央
市
議
会
議
長
の
要
職
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
田
富
町
・

玉
穂
町
・
豊
富
村
の
三
町
が
合
併
し
、

最
初
の
議
会
議
長
と
し
て
の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
、
そ
の
器

で
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
市
発
展
の
礎
と
な
る
べ

く
、
市
議
会
議
員
の
先
頭
に
立
ち
、

そ
の
職
責
を
全
う
し
、
議
会
運
営
に

努
め
て
い
く
べ
く
、
粉
骨
砕
身
の
努

力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
市
当
局
と
議
会
は
、
車
の
両
輪
の

ご
と
し
で
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
市
民
福
祉
・

市
政
推
進
の
た
め
に
頑
張
り
抜
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
議
長
就
任
に
当
た
り
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
あ
わ
せ
、
今
後
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
ま
こ
と

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
が
進
み
、
市
に
お
い
て

も
構
造
改
革
は
待
っ
た
な
し
で
あ
り

ま
す
が
、
中
央
市
ら
し
い
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

行
政
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

議
長
を
補
佐
し
、
そ
の
重
責
を
全
う

す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
市
政
に
反
映
さ
せ
、
公
正
・
公

平
な
議
会
運
営
を
、
議
長
と
も
ど
も

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　
中
央
市
は
、
本
年
二
月
二
十
日
に

旧
玉
穂
町
、
旧
田
富
町
、
旧
豊
富
村

の
合
併
に
よ
り
、
山
梨
県
下
十
三
番

目
の
市
と
し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
議
員
各
位
を
始
め
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
社
会
は
、
イ
ラ
ク
問
題
や
、
北

朝
鮮
問
題
な
ど
不
安
定
な
国
際
情
勢

に
あ
り
、
国
内
の
経
済
状
況
は
、
回

復
の
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
実
感
は
乏
し
く
、
不
透

明
な
時
代
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
地
方
に
お
い
て
は
、
国
が

進
め
る
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
国

庫
補
助
金
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し

な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
、
少

子
高
齢
化
問
題
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
を
多
く

抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
活
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
、
行
財
政
の
効
率
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
こ
と
は
、
地
域

で
決
め
て
実
行
す
る
本
格
的
な
地
方

分
権
時
代
を
迎
え
、
自
立
し
た
活
力

あ
る
新
市
を
構
築
し
、
中
央
市
の
将

来
像
で
あ
り
ま
す
「
実
り
豊
か
な
生

活
文
化
都
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
な
に
よ
り
市
民
の
皆
様
の
意
向

と
行
政
及
び
、
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
、
円
滑
に
機
能
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
総
意
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
べ
く
、
ま
い
し
ん
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会
と

も
ど
も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
申
し
上
げ
、
議
会
広
報
の
創
刊

に
寄
せ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



第1回臨時議会で決まったこと
　この臨時議会では、中央市の新発足にあたって、必要となる基本的な事項
（条例・規約・予算等）が河西敏郎市長職務執行者から専決処分事項として
提案され、28日の本会議で提案説明があり、すべて原案の通り承認しました。
　その主なものは次のとおりです。

市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
な
ど

1
9
8
件
を
可
決

【
予
算
】
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
暫
定
予
算
一
一
件

○
中
央
市
一
般
会
計
暫
定
予
算

○
中
央
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 
暫
定
予
算

（
以
下
略
）

【
指
定
金
融
機
関
の
指
定
】

○
山
梨
中
央
銀
行
を
指
定
金
融
機
関

 
と
定
め
る
も
の
。

【
合
併
に
伴
う
一
部
事
務
組
合
件
】
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
件

○
合
併
に
伴
い
各
広
域
組
合
の
規
約

 
を
変
更
す
る
件

【
甲
斐
市
・
昭
和
町
介
護
認
定
審
査

 
会
に
加
入
】

○
中
央
市
が
加
入
す
る
た
め
の
規
約

 
改
正

【
事
務
の
委
託
】

○
昭
和
町
に
広
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

 
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す
る
た
め

 
の
規
約

【
共
同
設
置
規
約
】
 
 
 
　
七
件

○
指
導
主
事
、
こ
と
ば
の
教
室
、
文

 
化
財
主
事
、
峡
中
地
区
こ
と
ば
の

 
教
室
等
の
共
同
設
置
に
加
入
す
る

 
た
め
の
規
約
の
変
更
。

【
条
例
】
　
 
一
六
八
件
（
抜
粋
）

○
中
央
市
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る

 
条
例
（
旧
田
富
町
役
場
）

○
中
央
市
議
会
の
定
例
会
の
回
数
を

 
定
め
る
条
例
（
年
四
回
）

○
中
央
市
行
政
組
織
条
例

○
中
央
市
役
所
支
所
設
置
条
例

○
中
央
市
情
報
公
開
条
例

○
中
央
市
個
人
情
報
保
護
条
例

○
中
央
市
防
災
会
議
条
例

○
中
央
市
生
活
安
全
条
例

○
中
央
市
職
員
定
数
条
例

○
中
央
市
職
員
給
与
条
例

○
中
央
市
税
条
例

○
中
央
市
国
民
健
康
保
険
条
例

○
中
央
市
立
学
校
設
置
条
例

○
中
央
市
公
民
館
条
例

○
中
央
市
立
図
書
館
条
例

○
中
央
市
立
保
育
所
条
例

○
中
央
市
都
市
公
園
条
例

○
中
央
市
下
水
道
条
例

○
中
央
市
営
住
宅
条
例

○
中
央
市
上
水
道
給
水
条
例

　
（
以
下
略
）

【
予
算
】
　
 
 
 
 
 
 
一
一
件

○
一
般
会
計
暫
定
予
算

 
 
五
二
億
六
、
五
五
五
万
四
千
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
暫
定
予

 
算
　
五
億
七
、
三
三
六
万
五
千
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
暫
定
予
算
　

 
 
 
 
 
五
億
一
、
六
五
四
万
円

○
介
護
保
険
特
別
会
計
暫
定
予
算

 
 
 
二
億
七
、
九
五
一
万
七
千
円

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
暫

　
定
予
算
 
 
　
一
〇
三
万
二
千
円

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
暫
定
予

 
算
　
五
億
四
、
九
二
〇
万
五
千
円

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算

 
 
 
六
億
三
、
六
一
九
万
三
千
円

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
暫

　
定
予
算

 
 
 
一
億
四
、
二
四
六
万
三
千
円

○
田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
事
業

 
特
別
会
計
暫
定
予
算

 
 
 
 
 
一
、
三
〇
六
万
一
千
円

○
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
暫

 
定
予
算
　
四
億
六
、
九
九
七
万
円

○
上
水
道
事
業
会
計
暫
定
予
算

（
営
業
収
支
）

収
入
 
 
 
 
 
九
、
三
〇
一
万
円

支
出
 
一
億
一
、
一
八
九
万
八
千
円

（
資
本
的
収
支
）

収
入
 
 
 
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

支
出
 
 
 
二
、
二
八
五
万
五
千
円

暫
定
予
算
は
52
億
6
5
5
5
万
円

一
般
会
計

中央市議会議場
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中央市初の 月定例議会3中央市初の 月定例議会3
一般会計暫定予算など25件を可決

　
中
央
市
ス
タ
ー
ト
後
、
初
の
定
例
市
議
会
が
三
月
九
日
午
前
十
時
、

四
三
人
の
全
議
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

 
こ
の
議
会
で
は
、
本
予
算
が
成
立
す
る
六
月
ま
で
の
一
般
会
計
暫

定
予
算
・
各
特
別
会
計
暫
定
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
十
七
年
度
暫
定

補
正
予
算
三
件
、
条
例
の
改
正
一
件
、
規
約
の
改
正
ほ
か
一
〇
件
の

計
二
五
件
が
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

野
中
つ
ね
子
議
員
　
保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
て
い
く
手
立
て
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
有
効
な
給
付
サ
ー
ビ
ス

を
望
み
た
い
。

伊
藤
市
民
部
長
　
新
た
に
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
予
防
す
る
給
付

サ
ー
ビ
ス
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

効
果
で
、
な
る
べ
く
介
護
給
付
費
を

低
く
抑
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

大
村
俊
枝
議
員
　
現
場
の
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
相
談
窓
口
に
対

す
る
人
員
の
確
保
は
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

市
民
部
長
　
中
央
市
に
は
現
在
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
な
い
。
民
間
の
施

設
も
比
較
的
多
い
の
で
、
公
営
に
す

る
か
、
民
間
に
委
託
す
る
か
は
こ
れ

か
ら
考
え
て
、
最
善
の
方
法
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
が
大
切
、生
き
生
き
教
室

市
立
豊
富
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
料
を
統
一
し
、
改
定

お
も
な

質
疑
答
弁

○
中
央
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

　
改
正

　
年
々
増
加
す
る
介
護
給
付
費
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
第
一
号
被
保

険
者
（
六
五
歳
以
上
）
の
保
険
料
基

準
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
旧

三
町
村
ご
と
に
格
差
が
あ
っ
た
保
険

料
を
一
本
化
す
る
も
の
。

　
新
し
い
所
得
段
階
に
お
け
る
保
険

料
は
次
の
と
お
り
。

（
平
成
十
八
年
度
か
ら
）

・
第
一
段
階

　
　
　
　
　
年
額
二
三
、
〇
四
〇
円

・
第
二
段
階

　
　
　
　
　
年
額
二
三
、
〇
四
〇
円

・
第
三
段
階

　
　
　
　
　
年
額
三
四
、
五
六
〇
円

・
第
四
段
階
（
基
準
額
）

　
　
　
　
　
年
額
四
六
、
〇
八
〇
円

・
第
五
段
階

　
　
　
　
　
年
額
五
七
、
六
〇
〇
円

・
第
六
段
階

　
　
　
　
　
年
額
六
九
、
一
二
〇
円

※
旧
三
町
村
の
平
均
月
額
保
険
料
三
、

　
二
一
一
円
が
、
平
成
十
八
年
度
か

　
ら
三
、
八
四
〇
円
に
引
き
上
げ
ら

　
れ
る
。（
平
均
一
九
・
六
％
ア
ッ
プ
）

【
予
算
】
　

○
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
暫
定
補

 
正
予
算
 
 
 
 
 
（
第
一
回
）

　
総
額
は
五
二
億
六
、
五
五
五
万
四

千
円
で
変
わ
ら
ず
、
歳
出
の
組
み
替

え
。

○
平
成
十
七
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

 
別
会
計
暫
定
補
正
予
算

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
一
回
）

 
総
額
は
五
億
四
、
九
二
〇
万
五
千

円
で
変
わ
ら
ず
、
歳
出
の
組
み
替
え
。

○
平
成
十
七
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
暫
定
補
正
予
算
 
（
第
一
回
）

 
市
債
一
〇
〇
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
六
億
三
、
五
一
九
万
三
千
円
と

す
る
も
の
。
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厳
し
ゅ
く
に
行
わ
れ
た
開
庁
記
念
式
典

市
役
所
前

規
約
の
変
更
ほ
か

市
町
村
の
合
併
に
伴
う

規
約
の
変
更
ほ
か

中央市議会だより No.107

○
十
八
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算

　
本
予
算
が
成
立
す
る
六
月
ま
で
に

必
要
な
経
費
の
収
支
を
計
上
し
た
も

の
で
、
歳
入
、
歳
出
は
一
致
し
な
い
。

■
歳
入

 
 
二
六
億
四
、
四
二
五
万
七
千
円

●
歳
出

 
 
三
〇
億
七
、
四
八
八
万
五
千
円

○
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
暫
定
予
算

■
歳
入

　
　
　
三
億
五
、
九
九
〇
万
八
千
円

●
歳
出

　
　
　
五
億
二
、
六
一
四
万
六
千
円

○
十
八
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
暫

　
定
予
算

■
歳
入

　
　
　
三
億
九
、
二
三
〇
万
八
千
円

●
歳
出

　
　
　
四
億
八
、
三
二
九
万
五
千
円

○
十
八
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
暫

　
定
予
算

　
　
　
■
歳
入

一
億
七
、
四
〇
三
万
五
千
円

●
歳
出

三
億
一
、
二
二
六
万
九
千
円

○
十
八
年
度
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
特
別
会
計
暫
定
予
算

■
歳
入
　
　
一
〇
万
四
千
円

●
歳
出
　
　
一
〇
万
四
千
円

○
十
八
年
度
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
暫
定
予
算

■
歳
入

　
　
二
、
〇
二
七
万
一
千
円

●
歳
出

　
　
八
、
八
二
三
万
九
千
円

○
十
八
年
度
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
暫
定
予
算

■
歳
入
　
六
、
〇
一
七
万
円

●
歳
出

二
億
五
、
三
三
六
万
四
千
円

○
十
八
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特

　
別
会
計
暫
定
予
算

■
歳
入
　
　
　
　
八
九
九
万
三
千
円

●
歳
出
　
　
三
、
二
九
八
万
七
千
円

○
十
八
年
度
田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン

　
タ
ー
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算

■
歳
入
　
　
　
　
　
　
　
一
三
万
円

●
歳
出
　
　
　
　
八
三
四
万
一
千
円

○
十
八
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特

　
別
会
計
暫
定
予
算

■
歳
入

　
　
　
一
億
三
、
二
七
〇
万
一
千
円

●
歳
出
　
　
二
億
五
、
二
二
〇
万
円

○
十
八
年
度
上
水
道
事
業
会
計
暫
定

　
予
算

（
営
業
収
支
）

収
入
 
 
 
九
、
六
二
四
万
六
千
円

支
出
 
 
 
八
、
八
三
一
万
三
千
円

（
資
本
的
収
支
）

収
入
 
 
 
　
　
　
　
七
五
〇
万
円

支
出
 
 
 
一
、
九
六
八
万
九
千
円

・
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規

　
約
の
変
更

・
東
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

　
の
変
更

・
東
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
の
共

　
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う

　
財
産
処
分

・
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

　
約
の
変
更

・
山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災

　
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

・
山
梨
県
市
町
村
自
治
セ
ン
タ
ー
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
変
更

・
笛
吹
市
外
三
市
村
等
指
導
主
事
を

　
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
か

　
ら
の
脱
退

・
笛
吹
市
外
二
市
村
こ
と
ば
の
教
室

　
共
同
設
置
協
議
会
か
ら
の
脱
退

・
南
ア
ル
プ
ス
市
外
二
市
一
町
指
導

　
主
事
共
同
設
置
規
約
の
変
更
の
協

　
議

・
峡
中
地
区
こ
と
ば
の
教
室
共
同
設

　
置
協
議
会
規
約
の
変
更
の
協
議

20
日
　
中
央
市
開
庁
式

23
日
　
市
議
会
議
員
打
合
せ
会

27
日
・
28
日
　
平
成
18
年
第
1
回
臨

　
　
　
時
会

6
日
　
議
会
運
営
委
員
会

9
日
　
平
成
18
年
第
1
回
定
例
会

14
日
　
市
内
中
学
校
卒
業
式

15
日
　
神
明
団
地
起
工
式

17
日
　
玉
穂
地
区
小
学
校
卒
業
式

22
日
　
玉
穂
れ
ん
げ
ま
つ
り
実
行
委

　
　
　
員
会

23
日
　
田
富
地
区
・
豊
富
地
区
小
学

　
　
　
校
卒
業
式

27
日
　
J
A
中
巨
摩
東
部
育
苗
セ
ン

　
　
　
タ
ー
竣
工
式

27
日
　
中
巨
摩
広
域
事
務
組
合
議
会

28
日
　
市
内
保
育
園
卒
園
式

28
日
　
三
郡
衛
生
組
合
議
会

28
日
　
甲
府
市
・
中
央
市
中
学
校
組

　
　
　
合
議
会

29
日
　
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　
　
　
合
議
会

30
日
　
東
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
議
会

4
日
　
玉
穂
保
育
園
入
園
式

5
日
　
田
富
地
区
小
学
校
入
学
式
、

　
　
　
豊
富
保
育
園
入
園
式

6
日
　
玉
穂
地
区
・
豊
富
地
区
小
学

　
　
　
校
入
学
式

6
日
　
田
富
中
・
笛
南
中
入
学
式

7
日
　
田
富
地
区
保
育
園
入
園
式
・

　
　
　
玉
穂
中
入
学
式

12
日
　
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

14
日
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

19
日
　
県
市
町
村
長
・
議
会
議
長
会

　
　
　
議

19
日
　
粘
土
節
保
存
会
定
期
総
会

20
日
　
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総

　
　
　
会

21
日
　
中
巨
摩
東
部
農
協
総
代
会

29
日
　
玉
穂
れ
ん
げ
ま
つ
り

4
月

2
月

3
月
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編
集
委
員
会
の
様
子

　
春
は
豊
富
の
千
本
桜
に
始
ま
り
、

秋
は
田
富
・
玉
穂
の
実
り
豊
か
な
稲

穂
の
波
と
、
笛
吹
川
を
は
さ
ん
だ
広

大
な
地
域
が
、
我
が
ふ
る
さ
と
中
央

市
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る

今
日
、
わ
が
街
は
人
口
３
万
人
と
な

り
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
声
が
届

く
市
政
運
営
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
私
が
期
待
し
た
い
こ

と
は
教
育
現
場
の
充
実
で
す
。
少
人

数
学
級
の
早
期
実
現
や
、
す
で
に
一

部
の
地
域
の
方
に
は
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
運
動
の
拡
大
な
ど
で
す
。

　
中
央
市
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
輝
き
な

が
ら
安
心
し
て
伸
び
伸
び
と
学
び
、

成
長
で
き
る
街
づ
く
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

中
央
市
に
望
む
こ
と

竹
本
由
美
子

下
三
条

　
全
国
的
な
「
平
成
の
大
合
併
」
と

い
う
流
れ
の
中
で
誕
生
し
た
「
中
央

市
」
も
、
す
で
に
３
カ
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
過
日
、
新
市
長
が
決
ま
り
、
中
央

市
の
舵
取
り
を
す
る
行
政
側
と
議
会

側
の
両
者
が
揃
い
、
本
格
的
な
ス
タ

ー
ト
が
き
ら
れ
、
期
待
を
寄
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
新
市
に
望
む
こ
と
は
、
我
々

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
平
穏
な
日
常
生
活

が
送
れ
る
地
域
環
境
が
整
い
、
将
来

に
向
か
っ
て
保
た
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
日
本
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る

山
梨
、
そ
の
中
心
に
誕
生
し
た
「
中

央
市
」
が
、
こ
の
自
然
豊
か
な
地
域

で
、
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
す
る
こ

と
を
願
い
、
私
も
一
市
民
と
し
て
市

政
に
関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
市
に
望
む
こ
と

大
村
　
正
英

木
原

　
中
央
市
議
会
で
は
、

市
民
の
皆
様
に
議
会

の
様
子
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
定

例
会
の
傍
聴
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
市

役
所
2
階
の
議
会
事
務

局
で
氏
名
、
住
所
を
記

入
す
れ
ば
ど
な
た
で
も
傍

聴
が
で
き
ま
す
。
ご
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
次
の
定
例
会
は
6
月
中

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

電
話

二
七
四
ー
八
五
一
六

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
九
名
の
委
員
で
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
こ

ま
で
も
住
民
の
立
場
に
立
ち
「
議
会
の
す
べ
て

を
市
民
に
公
開
す
る
」
こ
と
を
原
則
と
し
て
、

読
ん
で
い
た
だ
け
る
『
議
会
だ
よ
り
』
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
当
局
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
機
関
と
し
て
の
客
観
的
な
姿
勢
を
貫
き
な
が

ら
、
分
か
り
や
す
い
表
現
で
公
正
・
正
確
な
編

集
を
心
が
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
言
葉
に
「
言
葉
を
通
し
て
、

私
た
ち
人
間
は
心
を
通
わ
せ
、
意
思
を
表
し
、

生
活
を
営
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
ウ
ソ
が
は
び
こ

る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
社
会
の
基
礎
は
大
き

く
揺
ら
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

我
々
の
交
わ
り
の
す
べ
て
を
断
ち
切
り
、
我
々

の
国
家
の
つ
な
が
り
の
す
べ
て
を
解
い
て
し
ま

う
。
」

　
私
た
ち
編
集
委
員
の
基
本
は
こ
こ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
心
の
通
っ
た
市
民
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
任
期
中
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
委
員
長
　
野
中
　
記
）

　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
委
　

員
　

長
　
野
中
つ
ね
子

　
　
副
委
員
長
　
山
土
井
輝
雄

　
　
委
　
　
員
　
中
澤
　
一
夫
　
石
原
　
芳
次

　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
　
治
　
一
瀬
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
満
男
　
石
川
　
　
直

　
　
　
　
　
　
　
河
西
　
定
男


